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定例会

令和７年第１回

　令和７年第1回定例会は、2
月25日から3月21日まで開催
しました（下表参照）。この議
会では、合計42件の議案が慎
重に審議されました。また、
一般質問は22人の議員が質問
に立ち、市政を質しました。

ただ

会議の開催状況（報告） 令和７年第１回定例会は、このように行われました（主なもの）。

市
政
運
営
の
基
本

　市
長
が
１
期
４
年
間
の
総
括
を
含
め
た

市
政
運
営
の
基
本
と
新
年
度
予
算
の
概
要

を
説
明

各
会
派
の
代
表
質
疑

　市
政
運
営
の
基
本
に
対
し
、
市
議
会
各

会
派（
無
会
派
の
議
員
を
含
む
）か
ら
質
疑

議
案
上
程

　市
長
が
、
議
案
37
件
を
提
出

採
　
　
決

　一
部
の
議
案
を
採
決

報
　
　
告

　市
長
が
北
川
原
公
園
ご
み
搬
入
路
の
違

法
性
解
消
に
向
け
た
検
討
会
の
検
討
結
果

に
つ
い
て
報
告

一
般
質
問

　５
日
間
に
わ
た
り
、
22
人
の
議
員
が
39

項
目
を
質
問

　

↓
４
〜
５
面
参
照

請
願
上
程

　企
画
総
務
委
員
会
に
２
件
、
民
生
文
教

委
員
会
に
１
件
、
環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
に
１
件
を
付
託

　

↓
３
面
参
照

企
画
総
務
委
員
会

　市
役
所
の
運
営
な
ど
に
関
わ
る
議
案
13

件
と
請
願
２
件
を
審
査

民
生
文
教
委
員
会

　福
祉
や
教
育
な
ど
に
関
わ
る
議
案
２
件

と
請
願
１
件
を
審
査

環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　ま
ち
づ
く
り
や
産
業
な
ど
に
関
わ
る
議

案
５
件
と
請
願
２
件（
内
継
続
１
件
）
を
審
査

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
審
査

↓
２
〜
３
面
参
照

特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
会

　令
和
７
年
度
の
４
特
別
会
計
と
市
立
病

院
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
予
算

を
審
査

↓
３
面
参
照

審
査
報
告

　各
委
員
会
で
の
議
案
・
請
願
の
審
査
結

果
を
、
各
委
員
長
が
報
告

議
案
上
程

市
長
が
３
件
、議
員
が
議
案
２
件
を
提
出

採
　
　
決

　こ
の
議
会
で
審
議
し
た
市
長
提
出
議
案
、

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
採
決

↓
６
面
参
照

委  員  会 本  会  議本  会  議
2/252/27、28、3/3～53/113/12～14 3/10 3/73/173/21 2/28

　令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
題
を

紹
介
し
ま
す
〈
議
案
名
は
一

部
要
約
し
て
い
ま
す
〉
。

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

　養
育
医
療
費
助
成
の
年
度

内
予
算
不
足
に
つ
い
て
早
急

に
対
応
が
必
要
な
も
の
に
800

万
円
追
加
し
、
歳
入
・
歳
出

予
算
の
総
額
を
794
億
９
千
881

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
化
へ
の
対
応
や
埼
玉
県

八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
た
路
面
下
空
洞
調
査
の

実
施
な
ど
に
、
１
億
２
千
642

万
円
追
加
し
、
歳
入
・
歳
出

予
算
の
総
額
を
782
億
42
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

●
人
事
案
件

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

中
村
マ
コ
ト
氏

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

山
下
雅
裕
氏

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

　そ
の
ほ
か
の
議
題
は
、
５
面
に

も
掲
載
、
審
議
結
果
は
６
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　令
和
７
年
度
の
一
般
会
計

予
算
、
４
特
別
会
計
予
算
、

市
立
病
院
事
業
会
計
、
下
水

道
事
業
会
計
予
算
の
全
て
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

　予
算
総
額
は
、
１
千
392
億

５
千
965
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
74
億
７
千
320
万
円

（
５
・
７
％
）の
増
で
す
。

　市
議
会
で
は
、
予
算
案
に

つ
い
て
一
般
会
計
予
算
及
び

特
別
会
計
予
算
の
２
つ
の
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
（
２
〜
３
面

市
長
公
室
広
報

主
な
議
題

「梅雨花に囲まれて」　　撮影：植田  堅朗さん　日野市観光協会主催「伸びゆく日野市写真コンクール」入賞

可
決

可
決

同
意

※この作品は昨年撮影されたものです。

令
和
７
年
度
予
算

　
　全
て
の
会
計
を
可
決

　
　全
て
の
会
計
を
可
決

　
　全
て
の
会
計
を
可
決

　
　全
て
の
会
計
を
可
決

　
　全
て
の
会
計
を
可
決

　
　全
て
の
会
計
を
可
決

限
ら
れ
た
財
源
を
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
重
点
的
に
配
分

参
照
）
。
最
終
日
の
本
会
議

の
採
決
で
は
、
一
部
賛
否
が

分
か
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

の
会
計
予
算
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
か

む
ら

や
ま
し
た
ま
さ
ひ
ろ



　一般会計・特別会計の予算委員会で行われた、主
な質疑や意見の概要をお伝えします。
　令和７年度の各予算は、それぞれの特別委員会で
活発な議論を経て、議会最終日の本会議で原案の
とおり可決され、成立しました。

皆さんからの
　第１回定例会では、４件の請願が新たに提出され、継続
の１件とあわせて、所管の常任委員会で審査が行われまし
た。定例会最終日の本会議の審議結果は、次のとおりです。

請
願

　請願や陳情の提出方法は、日野市議会の
ホームページにも掲載しています。詳しく
は、議会事務局へお問い合わせください。

付託先 請 願 の 件 名 結果

企
画
総
務
委
員
会

民
生
文
教

委
員
会

環
境
ま
ち
づ
く
り

委
員
会

幕張メッセの指定管理者である千葉
県に対して、「ＤＳＥＩ Ｊａｐａｎ ２０２５」
開催時に報道関係者の入場を求め
る請願

「さわやか健康体操」に関する請願

「再審法改正の促進を国に求める
意見書」の提出を求める請願

データセンター建設計画に関し、
市長が先頭に立って事業者に要
請・指導することを求める請願

熱中症のリスク増大を理由とする
日野台データセンタの設置中止を
求める請願

採  

択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

陳
情

請
願

者
が
主
体
的
に
活
躍
で

き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
街

並
み
の
創
出
⑨
生
活
道

路
や
下
水
道
老
朽
化
を

予
防
す
る
取
り
組
み
⑩

不
登
校
児
童
生
徒
増
加

の
原
因
に
着
目
し
た
対

応
⑪
児
童
生
徒
が
興
味

関
心
に
向
か
う
地
域
・

ク
ラ
ブ
活
動
の
環
境
整

備
を
要
望
し
ま
す
。

　市
が
抱
え
る
政
策
課

題
を
精
査
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
求
め
て
、
賛
成

の
意
見
と
し
ま
す
。

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
支
援

④
発
達
段
階
に
応
じ
た

利
活
用
が
で
き
る
ま
ん

が
ん
じ
児
童
館
の
環
境

整
備
⑤
健
康
寿
命
の
延

伸
に
貢
献
す
る
運
動
事

業
の
充
実
⑥
気
候
市
民

会
議
の
成
果
を
活
用
し

た
取
り
組
み
⑦
生
産
者

が
誇
り
を
持
ち
、
市
自

慢
の
給
食
が
継
続
で
き

る
環
境
の
充
実
⑧
事
業

の
適
正
化
な
ど
の
観
点

か
ら
市
民
生
活
を
守
る

予
算
編
成
が
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　主
な
事
業
に
対
し
意

見
を
述
べ
ま
す
。
①
市

の
魅
力
を
高
め
、
日
野

市
で
働
き
た
い
と
思
う

環
境
の
整
備
②
精
度
の

高
い
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
共
有
③
自

主
性
や
社
会
性
を
育
む

　近
年
、
地
方
自
治
体

に
お
け
る
行
政
職
員
の

人
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
業
務
効
率

化
や
採
用
だ
け
で
な
く
、

外
部
か
ら
の
支
援
を
含

め
た
検
討
を
進
め
、
持

続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
、
組
織

全
体
で
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
り
、
新
し
い

発
想
や
手
法
に
挑
戦
す

る
風
土
の
醸
成
が
必
要

で
す
。
全
体
的
な
事
業

の
整
理
統
合
、
特
定
財

源
の
確
保
、
見
積
も
り

業
の
見
直
し
、
歳
入
拡

大
・
歳
出
抑
制
の
取
り

組
み
、
公
共
施
設
の
大

胆
な
統
廃
合
、
職
員
が

働
き
や
す
い
環
境
整
備

が
重
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
な
い
財
政
再
建
、

行
政
改
革
を
着
実
に
進

め
、
財
政
非
常
事
態
宣

言
の
解
除
に
向
け
た
取

り
組
み
を
求
め
ま
す
。

　今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

難
題
を
解
決
し
、
市
民

が
安
心
し
、
信
頼
さ
れ

る
市
政
運
営
を
強
く
求

め
、
意
見
と
し
ま
す
。

る
ー
と
日
野
」
の
周
知
、

利
用
促
進
⑪
樹
木
の
点

検
お
よ
び
剪
定
・
伐
採

作
業
の
推
進
、
管
理
計

画
の
策
定
⑫
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
い
た
個
別
施
設
計
画

お
よ
び
再
編
計
画
の
策

定
を
要
望
し
ま
す
。

　今
後
の
市
政
運
営
に

つ
い
て
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
た
め
、
事

の
ス
ポ
！
ひ
の
カ
ル
！

」
の
利
用
者
増
加
と
国

や
都
の
事
業
を
合
わ
せ

た
情
報
発
信
⑥
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
や
携
帯
ト

イ
レ
の
備
蓄
⑦
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
拡

充
⑧
給
食
調
理
員
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
⑨

幅
広
い
世
代
が
利
用
し

や
す
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ア
プ
リ
の
構
築
⑩
「
の

　令
和
７
年
度
一
般
会

計
予
算
案
は
、
780
億
７

千
４
百
万
円
で
、
過
去

最
大
の
予
算
で
す
。

　賛
成
の
立
場
で
意
見

を
述
べ
ま
す
。
①
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
た

め
、
連
携
強
化
や
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
の
早
期

開
始
②
医
療
的
ケ
ア
児

の
実
態
把
握
と
育
ち
の

支
援
③
保
育
料
第
１
子

無
償
化
へ
の
準
備
④
福

祉
的
機
能
の
強
化
な
ど

安
心
す
る
ま
ん
が
ん
じ

児
童
館
の
利
用
⑤
「
ひ

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
、

生
活
を
守
る
予
算
確
保
を

自
由
民
主
党
日
野
市
議
団

公

　明

　党

信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
の
実

現
を
強
く
求
め
る

賛 成賛 成

安
全
を
最
優
先
に
、
体

育
施
設
個
別
施
設
計
画

の
抜
本
的
な
見
直
し
と

ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
優
先

順
位
を
上
げ
、
十
分
な

予
算
措
置
が
必
須
で
す
。

　最
後
に
、
財
政
再
建

は
非
常
事
態
宣
言
の
有

無
に
関
係
な
く
不
断
の

取
り
組
み
で
す
。
予
算

は
、
過
去
で
も
現
在
で

も
な
く
未
来
に
使
わ
れ

ま
す
。
市
民
福
祉
の
向

上
、
市
民
の
幸
福
度
を

上
げ
る
こ
と
を
求
め
て

賛
成
の
討
論
と
し
ま
す
。

益
者
負
担
と
公
的
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
活
用
、
ひ
の
っ
子

た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

支
援
制
度
の
新
設
で
関

係
者
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
展
開
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
④
利
用
者
の

い
る
地
域
活
動
が
衰
退
、

消
滅
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
新
し
い
自
治
会

支
援
制
度
の
効
果
検
証

を
行
い
、
支
援
策
の
取

り
組
み
強
化
を
図
る
こ

と
②
多
死
社
会
に
備
え

て
市
と
し
て
責
任
を
持

っ
て
火
葬
場
問
題
に
向

き
合
う
こ
と
③
地
域
と

連
携
し
て
実
施
す
る
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
受

　歳
入
に
つ
い
て
、
昨

年
同
様
、
大
幅
な
増
収

は
見
込
め
ず
、
急
激
な

物
価
高
騰
な
ど
で
働
く

人
や
生
活
者
の
暮
ら
し

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
新
た
な

歳
入
確
保
策
、
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
企
業
を

積
極
的
に
呼
び
込
む
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し
を

再
度
徹
底
し
、
歳
入
改

革
の
強
化
を
求
め
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
、
①

市
内
全
域
で
行
わ
れ
て

チ
ー
ム
み
ら
い

責
任
あ
る
財
政
運
営
と
好
循

環
を
生
む
ま
ち
づ
く
り
を

賛 成

⑧
生
活
保
護
受
給
者
の

エ
ア
コ
ン
の
使
用
調
査

お
よ
び
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
増
員
⑨
重
度
障
害
者

な
ど
の
通
勤
や
職
場
に

お
け
る
支
援
制
度
の
開

始
を
要
望
し
ま
す
。

　最
後
に
、
今
後
求
め

ら
れ
る
自
治
体
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
市
民
と

の
対
話
に
基
づ
く
合
意

形
成
、
現
役
世
代
・
子

育
て
世
代
を
支
え
る
行

政
運
営
の
二
点
を
強
く

求
め
る
こ
と
を
申
し
添

え
、
意
見
と
し
ま
す
。

③
不
登
校
の
子
ど
も
へ

の
給
食
費
相
当
の
助
成

④
令
和
８
年
度
よ
り
制

度
化
さ
れ
る
「
だ
れ
で

も
通
園
制
度
」
を
実
施

す
る
際
の
体
制
整
備
⑤

雨
漏
り
な
ど
学
校
施
設

老
朽
化
に
伴
う
早
急
な

工
事
の
実
施
⑥
学
校
図

書
館
司
書
の
１
校
専
任

配
置
⑦
学
童
ク
ラ
ブ
で

の
夏
休
み
の
昼
食
提
供

に
繋
が
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
非
正
規

職
員
で
補
い
続
け
る
行

政
改
革
を
進
め
る
予
算

に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　以
下
、
是
正
を
求
め

ま
す
。
①
保
育
園
給
食

に
携
わ
る
正
規
職
員
の

補
充
・
処
遇
改
善
②
保

育
園
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
、
で
き
る
限
り
の

子
育
て
世
代
へ
の
支
援

　令
和
７
年
度
一
般
会

計
予
算
に
反
対
の
立
場

で
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　物
価
高
騰
が
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

な
か
、
市
独
自
の
支
援

策
は
見
当
た
ら
ず
、
国

保
税
値
上
げ
や
高
齢
者

食
事
宅
配
サ
ー
ビ
ス
値

上
げ
な
ど
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
逆
行
す
る
予

算
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
件
費
削
減
の

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
行
政

改
革
が
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
不
満
や
市
政
の
不
信

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

日
本
共
産
党
日
野
市
議
団

市
民
に
対
し
て
最
大
限
の
支

援
を
求
め
る
予
算
を

反 対

（注）金額は、欄ごとに1万円未満を四捨五入しているため、
合計が合わない場合があります。

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険

7.4％増

3.5％増

2.3％減

30.2％増

7.5％増

2.0％増

611億　　　
8,565万円

780億　　　
7,400万円

173億　　　
　8,839万円

31億　　　
　948万円

172億　　　
　7,107万円

115億　　　
8,576万円

土地区画整理

介　護　保　険

2.0％増57億　　　
　8,612万円後期高齢者医療

市立病院事業

3.9％増60億　　　
4,482万円

下 水 道 事 業

前年度比予　算　額会　計　名

総額1,392億5,965万円
（前年度比 5.7％増）

無会派議員の賛否表明…賛成７人

令和７年度

予算額

一般会計予算に賛成か、反対か
  ～各会派の総括意見（要旨）

意
見

質
疑

質
疑

歳 入 全 般
①歳入拡大のために具体的に取り組んだ
ことを問う。

②東京都からの市町村総合交付金は市が
独自に行う事業の財源保障として機能

しているのか見解を問う。

議会費・総務費

質
疑

質
疑

農業費・商工費・土木費・消防費
①豊田駅北口におけるエスカレーターの
設置可能性について問う。
②七ツ塚ファーマーズセンター周辺の農
地の公有化について問う。

③PlanTの利用状況について問う。
④公園遊具修繕費の積算内訳を問う。
⑤多摩平緑地の緊急的樹木剪定は樹木医の指導に
基づくものか問う。
⑥企業の魅力発信・連携促進業務の主眼とする点、
期待される効果を問う。
⑦市が認識する公共交通の課題を問う。

衛生費・労働費
①ＰＦＡＳ含有状況調査の詳細を問う。
②地域猫活動事業補助金の使途を問う。
③猫の保護実績の推移を問う。
④プラスチック類資源化施設における資

源化率と資源化量を問う。
⑤市営火葬場は今後何年利用可能か問う。
⑥骨粗しょう症予防の検診状況について問う。
⑦さわやか健康体操を卒業した方に対する事業に
ついて問う。

質
疑

民生費
①保育の質ガイドラインの印刷製本費の
支出元を問う。
②ヤングケアラー事業、子どもオンブズ
パーソン事業、児童虐待防止事業の概

略を問う。
③保育園給食費無償化の検討、無償化にかかる負
担額の試算を問う。
④子どもなんでも相談事業の、今年度実績を踏ま
えた課題を問う。
⑤建て替え後のまんがんじ児童館に付属する福祉
的機能を問う。
⑥高校生等医療費助成の都の助成負担について、
今後の見通しを問う。
⑦高齢者食事宅配サービス業務委託について縮小
の経緯を問う。
⑧自治会補助金制度改正により、自治会加入状況
の低調に歯止めがかかったと思われるか。
⑨合理的配慮助成金の課題を問う。

総 括 質 疑
①経常収支比率の詳細について問う。
②一般会計予算全体に対する各費目のバ
ランスについて問う。
③窓口業務の効率化にかかるDX活用に

ついて問う。
④令和７年度の財政再建・行財政改革の取り組み
を問う。
⑤令和７年度当初予算編成における結果と課題認
識を問う。
⑥北川原公園違法状態解消に向けた合意形成で得
られたプロセスについて問う。

①一般会計繰入金が減少した理由
を問う。
②今後のインセンティブ補助金の
獲得に向けた取り組みについて

問う。
③データヘルス事業委託料が増額となった
理由を問う。
④柔道整復施術療養費支給申請書等点検業
務委託料の詳細について問う。
⑤インセンティブ補助金の獲得のための取
り組みについて問う。

①市民の暮らしが厳しくなる中、
国民健康保険税は値上げすべき
ではない。　（反対）

②国に対し自治体の厳しい実態を伝えるこ
とを要望する。　（賛成）
③インセンティブ補助金のさらなる獲得を
期待する。　（賛成）

国民健康保険特別会計

一 般 会 計

後期高齢者医療特別会計

質
疑

①介護職員募集に関し、市の支援
の検討状況を問う。

②介護予防ケアプランの負担軽減
策やケアプランセンター設置の

検討状況を問う。
③休止する介護人材就労促進事業のこれま
での課題と実施してきた対応策について
問う。
④医療と介護の連携推進事業における取り
組みについて問う。

①医療と介護の情報共有体制強化
に努めて欲しい。　（賛成）

介護保険特別会計 予算審議から

質
疑

①ウクライナ避難者支援について、停戦
し紛争状態が解除された場合の市の対
応の見込みを問う。

②平和事業関係経費が前年度予算より縮
減している理由を問う。

③平和宣言塔改修の必要性について、見解を問う。
④旧小学校跡地活用における市の指針を問う。
⑤新年度の内部統制研修の重点を問う。
⑥戸籍振り仮名通知書作成業務の詳細を問う。

質
疑

質
疑

教育費・公債費・諸支出金・予備費
①学習者用端末修繕料が増額になってい
る理由を問う。
②学童クラブでの夏季休暇中の昼食提供
の取組状況を問う。

③修学旅行の行き先はどのように決められるのか。
④スクールロイヤーの活用について今後の展望を
問う。
⑤委員会の謝礼や報酬に全庁的な基準はあるのか。
⑥小学校における給食調理室のエアコン設置につ
いて問う。
⑦地域クラブ活動体制整備事業の費用負担につい
て問う。
⑧教員の働き方改革の現状について問う。
⑨学校の施設修繕費について問う。

意
見

①川辺堀之内土地区画整理組合の
財政収支見通しについて問う。

②組合施行土地区画整理の支援内
容について問う。

①区画整理事業をめぐる助成金詐
欺などの困難、代行買収の問題
等を第三者や市民委員の意見を

聞いて解決を図る姿勢や取組方向を評価
する。　（賛成）

②組合施行の土地区画整理事業は地域の御
努力で着実に進んでいることを確認でき
た。都の財源等を活用・増額の要望を継続
し、他の財源確保も探ることを求める。　
（賛成）

区画整理事業特別会計

質
疑

質
疑

①雨水総合管理計画の具体的内容
を問う。
②雨天時浸入水調査の進捗率を問
う。

①ＡＩ技術を活用した効率的な調
査を進めてほしい。　（賛成）

下水道事業会計

質
疑

①医師の確保取り組みの成果を問
う。

②外来患者増加、病床利用率向上
に向けた取り組みを問う。

③地方公営企業法全部適用への準備状況を
問う。

①地域医療機関の中心となるよう、
市として最大限の支援を期待す
る。　（賛成）

市立病院事業会計

意
見

意
見

令和７年度

特別会計特別会計特別会計特別会計特別会計

特別会計特別会計

特別会計特別会計特別会計

質疑・意見は、ありませんでした。

意
見

意
見

解説は『広報　　  』に

　令和７年度予算内容の解説は、

「広報　　５月１日号」の４ページ

から７ページに掲載されていますの

で、併せてご参照ください。 広報ひのホームページ
QRコード

・市債残高(借金)の推移(一般会計)一般会計)一般会計 (単位：億円)
市債残高

タ、令和6・7年度は見込み額

令和
5年度 令和

7年度
令和
6年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

351.8 351.1 333344..22 318.3318.3
299.3 293.0

77.1 57.5
94.5

121.4 109.3 121.2

されたこと、全庁的な事業見直し・新規事業の抑制に取り組んだ成果などにより、前年同時期と比較し残高ましたが、依然として取り崩し額は高い水準となっています。
進展による扶助費の増加や公共施設の老朽化への対応、社会の変化に伴う新たな行政課題への対応などが必要なことに加え、物価高騰や賃金水準の上昇は依然として継続していることによる先行きの不透明さにより、今後も厳しい財政運営となるこ

・ 令和7年度は、令和4年12月に策定した財政再建計画・第6次行財政改革大綱実施計画の3年目となります。日野地域未来ビジョン2030で捉えた現状と未来を踏まえつつ、今後も事業見直しや積極的な財源の確保に継続的に取り組むことで市債（借金）や基金（貯金）に頼らない持続可能な財政運営を行うことができるよう財政再んでいきます。

■令和6年度下半期財政状況
基金・市有財産

土地 174万㎡
建物 36万㎡

基

金

公共施設等整備基金 52億1,766万円
職員退職手当基金 19億4,154万円
財政調整基金 60億9,912万円
環境緑化基金 4億1,338万円
平和事業基金 9,472万円
バリアフリー事業推進基金 6,962万円
土地区画整理事業基金 12億637万円
介護給付費準備基金 10億8,542万円
減債基金 5億655万円
新選組関連資料収集基金 2,142万円
ごみ処理施設整備基金 12億5,951万円
福祉あんしん基金 1億5,091万円
都市計画事業基金 536万円
気候変動対策事業基金 1,000万円
病院整備基金 6,544万円

合　計 181億4,702万円
※貸付基金を除く

市債の状況
会計名 令和5年度末

残高
令和6年度
借入金

令和6年度
元金償還額

令和6年度末
残高一般会計 318.3億円 12.3億円 31.4億円 299.3億円下水道事業 124.7億円 3億円 11.8億円 115.9億円病院事業会計 45.3億円 3.6億円 6.5億円 42.4億円土地区画整理事業特別会計 3.9億円 0円 2.5億円 1.3億円合計 492.1億円 18.9億円 52.2億円 458.9億円※令和6年度末残高は見込額を含む

各会計別予算執行状況 
会計名 予算現額 収入済額 支出済額一般会計 805億7,779万円 764億3,858万円 702億8,338万円

特
別
会
計

国民健康保険 179億1,348万円 156億9,129万円 156億6,630万円土地区画整理事業 25億7,264万円 19億6,747万円 7億785万円介護保険 165億5,378万円 152億7,227万円 149億3,272万円後期高齢者医療 57億6,365万円 56億998万円 57億144万円市立病院事業（収入） 92億4,812万円 64億9,137万円
市立病院事業（支出） 99億8,946万円 80億7,944万円下水道事業（収入） 39億7,665万円 30億2,486万円
下水道事業（支出） 37億5,046万円 13億414万円※市立病院事業会計および下水道事業会計は「資本的収入および支出」は除く※一般会計の予算現額には繰越明許費・事故繰越を含む※土地区画整理事業の予算現額には繰越明許費を含む

(令和7年3月31日現在) ※ 金額は各欄ごとに1,000万円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります

　地方消費税交付金の消費税率引き上げに伴う令和7年度の増加分は、25億7,900万円になる見込みで、下記の通りすべ
て社会保障施策に充てられます。

■日野市における地方消費税交付金（消費税率引き上げ分）の使い道

日野市における地方消費税交付金（消費税率引き上げ分）の充当先
社会保障施策の区分

事業経費

財源内訳
国による分類 日野市の予算による分類

特定財源 一般財源
国都支出金 その他 地方消費税交付金

（社会保障財源化分） その他

社会福祉

社会福祉総務費、発達支援費、
障害者福祉費、老人福祉費※、
老人福祉施設費、児童福祉総務費、
児童運営費、ひとり親福祉費、
保育園費、児童館費、生活保護経費、放課後子ども育成費、幼児教育援助費

316億2,815万円 209億9,240万円 8億8,958万円 14億6,192万円 82億8,425万円

社会保険
国民健康保険事業費、
介護保険特別会計および後期高齢者医
療特別会計繰出金

66億3,622万円 10億90万円 2,867万円 8億4,099万円 47億6,566万円
保健衛生 保健衛生総務費、予防費、

健康管理費、病院費 25億9,963万円 7億2,079万円 3,824万円 2億7,609万円 15億6,451万円令和7年度当初予算額780億7,400万円のうち 408億6,400万円 227億1,409万円 9億5,649万円 25億7,900万円 146億1,442万円
※社会保険に係る介護保険特別会計および後期高齢者医療特別会計への繰出金を除く

令和7年度令和7年度予算予算を公表を公表

第三次日野市バリアフリー特定事業計画の推進

行土地区画整理事業の総点検樹木の緊急点検および剪定・伐採

安全安心で持続可能なまちづくり

適正な支出に向けた専門家による監査機能の強化4市住民情報共同事務委託の調査研究行政手続きのオンライン化推進
融機関への預貯金照会業務のオンライン化

DXの推進と信頼される組織づくり

※令和6年度からの繰越事業も含む

広報ひの　令和7年5月号 7

扶助費
その他の経費

市税
歳出総額

当初予算の推移（一般会計）(単位：億円)

0

100

200

300

400

500

600

700

800

令和
5年度 令和

7年度
令和
6年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

168.5
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177.1
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193.6

302.1

650.5650.5

203.4

308.2

688.0

215.4

304.8

683.0

221.1

288.5

690.6

230.7

304.4

660.6

233.2

310.4

686.5

240.6

303.9

726.9726.9

263.4

322.4

780.7

基金残高(貯金)・市債残高
基金残高

※基金残高は各年度当初予算編成後時点※市債残高は令和5年度までは決算データ、令
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■日野市の財政状況

・ 歳入予算の根幹となる市税のうち、個人市民税は定額減税が終了することや、賃金水準の上昇などの影響により、増加を見込んでいます。さらに、法人市民税も市内企業の業績回復による増加を見込んでいるほか、固定資産税についても新築家屋分の増加を見込むなど、市税全体としては前年度と比較し約18.5億円の増加を見込んでおり、市税総額としても過去最大となります。・ 歳出予算は、物価高騰や賃金水準の上昇の影響により、委託料など多くの費目が増加傾向にあることや、児童手当制度の改正などに伴う扶助費の増加、まんがんじ児童館改築工事など、普通建設事業の実施により全体で増加しています。
・ 税や国・東京都の補助金などで賄いきれない財源不足を賄うための市の貯金である財政調整基金の取り崩し後の残高は約23.2億円であり、令和6年度当初予算編成後と比較すると約6.5億円の増加となる見込みです。・ 令和7年度は国からの交付金や普通交付税の増加が示

されたこと、全庁的な事業見直し・新規事業の抑制に取り組んだ成果などにより、前年同時期と比較し残高を増やすことができましたが、依然として取り崩し額は高い水準となっています。
・ 引き続き、高齢化の進展によ
設の老朽化への対応、社会の変化に伴う新たな行政課題への対応などが必要なことに加え、物価高騰や賃金水準の上昇は依然として継続していることによる先行きの不透明さにより、今後も厳しい財政運営となることが想定されます。

・ 令和7年度は、令和4年12月に策定した財政再建計画・第6次行財政改革大綱実施計画の3年目となります。日野地域未来ビジョン2030で捉えた現状と未来を踏まえつつ、今後も事業見直しや積極的な財源の確保に継続的に取り組むことで市債（借金）や基金（貯金）に頼らない持続可能な財政運営を行うことができるよう財政再建に取り組んでいきます。

令和7年度令和7年度予算予算を公表を公表

■令和7年度の主な取り組み

●  まんがんじ児童館の建て替え工事●  特別支援学級の開設（なのはな学級・つばめ学級）●  西平山あそびばづくりプロジェクト●  学校給食費の全額公費負担化

子どもの希望を育み、
健やかにすごせるまちの実現

●  地域共創プログラム推進
●  福祉支援センターたまだいらの開設●  気候変動対策の広域化
●  在宅療養高齢者等支援窓口の設置

地域との対話が育む共生社会の実現

●  個別施設計画・個別再編計画の策定と着実な実行●  公共施設包括施設管理の導入による維持管理の効率化●  旧小学校の跡地活用に向けたサウンディング調査の実施●  子育て支援施設の複合化・多機能化の検討

未来につながる公共施設マネジメント

●  第三次日野市バリアフリー特定事業計画の推進●  ブロック塀等安全対策 
●  市施行土地区画整理事業の総点検●  樹木の緊急点検および剪定・伐採

安全安心で持続可能なまちづくり

●  適正な支出に向けた専門家による監査機能の強化●  4市住民情報共同事務委託の調査研究●  行政手続きのオンライン化推進●  金融機関への預貯金照会業務のオンライン化

DXの推進と信頼される組織づくり

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

❺❺
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■特別会計の
概要

　前年度当初
予算に比べ3

.5%（20億8,82
0万円）増加と

なりました。

主な増減要因

・ 国民健康保
険特別会計…

被保険者数の
減少などに伴

い2.3%（4億1
56

万円）減少

・ 土地区画整
理事業特別会

計…区画整理
事業の総点検

と組合施行の
開

始などにより
30.2%（7億2,1

01万円）増加

・ 介護保険特
別会計…高齢

化の進展や介
護サービス需

要の増加など
に

より7.5%（12
億205万円）増

加

・ 下水道事業
会計…雨天時

侵入水調査な
どの管

かん

渠
きょ

調査業務委託
料の増

加などにより
3.9%（2億2,57

9万円）増加

区分
予算額

対前年度

当初予算比増減
率

国民健康保険
特別会計

173億8,839万
円 ▲ 2.3％

土地区画整理
事業特別会計

31億948万円
＋30.2％

介護保険特別
会計

172億7,108万
円 ＋7.5％

後期高齢者医
療特別会計

57億8,612万円
＋2.0％

市立病院事業
会計

115億8,576万
円

+2.0％

下水道事業会
計

60億4,482万円
＋3.9％

計
611億8,565万

円 ＋3.5％

÷
日野市の
人口

令和7年度予
算を公表

　令和7年度
の当初予算が

第1回市議会
定例会で可決

されました。

　予算総額は
令和6年度と

比較し、5.7％
増の1,392億

5,965万円と
なり、このうち

一般会計の予
算

額は、7.4％増
の780億7,40

0万円となりま
した。

　市は令和2
年に財政非常

事態宣言を発
出し、財政健

全化を実現す
るため歳出の

抑制に努めて

いますが、物
価高騰や賃金

水準の上昇に
より、委託料

など多くの費
目が増加傾向

にあることや
、

児童手当制度
の改正などに

伴う扶助費の
増加、普通建

設事業の実施
による増加な

どにより、予

算総額も増額
となりました

。

　一方で、歳
入予算は令和

6年度に実施
された定額減

税が終了する
ことや賃金水

準の向上、新

築家屋分の増
加などを背景

に、市税総額
では過去最高

額を見込んで
います。しか

し、歳出予算

の増額に歳入
予算の増額が

追い付いてい
ない状況が継

続しているこ
とから、財源

不足を補うた

め基金を大幅
に取り崩して

の予算編成と
なりました。

総額1,392億5,9
65万円

(＋5.7％）

一般会計

780億7,400万円
(＋7.4％ )

特別会計

611億8,565万円
(＋3.5％ )

令和7年度予
算のポイント

　健全な財政
運営をしつつ

持続可能な日
野の未

来を拓くため
、日野市地域

未来ビジョン
2030に

掲げる4つの
視点（①持続

可能な地域づ
くり②諸

力融合のまち
づくり③変化

に対応しやす
い仕組

みづくり④一
人ひとりが持

続可能なライ
フスタ

イルを選択で
きること）を

踏まえ、日野
市財政

再建計画・第
6次行財政改

革実施計画に
基づく

取り組みだけ
でなく、新た

な事業見直し
に取り

組み、真に必
要な事業や予

算を精査する
ことを

基本とした予
算編成を行い

ました。

その他
8,841円
(+1,457円)

市議会運営
、労働、

農業、商工振
興など

のための費用
総務費

1万2,259円
(▲634円)

消防活動、災
害対策

などの費用

消防費

1万7,190円
(▲618円)

市債（市の借
り入れた

お金）の返済
のための

費用

土木費
2万9,069円
(+2,642円)

道路の新設・維
持管理、

公園整備、市
営住宅の

維持管理など
の費用

3万9,306円
(+5,331円)

庁舎管理、徴
税、統計、

選挙事務、戸
籍、住民

登録などに必
要な費用

一般会計を市
民1人

当たりに換算
すると

貯金
(基金残高)

借金
(市債残高)

市民1人当たり
の税負担額 1

7万790円(+8,
793円)

※歳出額は一
般会計のもの

。（　）内金額
は前年度比

※市民1人当
たりの金額は

、令和7年4月
1日現在の人

口188,785人で
算出

教育費

5万6,658円
(+6,134円)

小・中学校教
育、社会教育

、市民会館、

公民館活動、
スポーツ活動

などの費用

6万4,225円(+
5,954円)

基金は、家計
における「貯

金」に当たる
もの

で、急激な税
収の減や予測

できない災害
、

公共施設の老
朽化などに対

応するために
必

要となる費用
に充てられま

す。

15万5,218円(
▲4,290円)

市債は、多額
の資金を必要

とする事業を
実

施するため国
や銀行から借

り入れる借金
の

ことです。

公債費

3万4,378円
(+238円)

ごみ処理、保
健衛生、予防

接種、環境

衛生などの費
用

民生費

21万5,859円
(+1万1,577円

)

高齢者や障
害者などに

対する社会
福

祉、児童福祉
や生活保護の

ための費用

問財政課（☎0
42-514-8076）

衛生費

令和7年度予
算を公表

※（　　）内は
前年度比

▲一般会計
▲特別会計

一般会計

歳出
780億
7,400万円

民生費
407億5,086万

円

(52.2%)〈+6.
3％〉

教育費
106億9,614万

円
(13.7%)〈+12

.8％〉

衛生費
64億9,008万円
(8.3%)〈+1.3

％〉

総務費
74億2,038万円
(9.5%)〈+16.

4％〉

土木費
54億8,785万円
(7.0%)〈+10.

7％〉

公債費
32億4,520万円
(4.2%)〈▲2.9

％〉

消防費
23億1,435万円
(3.0%)〈▲4.3

％〉
その他（商工

費・

議会費など）
16億6,914万

円
(2.1%)〈+20.

5％〉

一般会計

歳入
780億
7,400万円

都支出金
128億2,423万

円

(16.4%)〈+10
.5％〉

地方消費税交
付金

41億円
(5.2%)〈+5.1

％〉

市債
19億8,010万円
(2.5%)〈+24.

6％〉

繰入金
42億7,642万円
(5.5%)〈▲5.4

％〉

地方交付税
22億3,000万円
(2.9%)〈+4.7

％〉

諸収入
16億3,749万円
(2.1%))〈+49.

0％〉

使用料および
手数料

13億4,638万円
(1.7%)〈▲3.1

％〉

一般会計

歳出
（性質別）

780億7,400万円

物件費

138億8，658万
円(17.8%)〈+

8.8%〉委託料や備品
購入費、消耗

品費など

その他

14億5,434万
円

(1.8%)〈+106
.3%〉

維持補修費､
予備費など

公債費
32億4，520万

円

(4.2%)〈▲2.9
%〉

借金の返済と
利子の支払い

人件費

121億2，941万
円(15.5%)〈+

2.6%〉
職員給与や市

長､

市議会議員の
報酬

普通建設事業
費

31億9,037万
円(4.1%)〈+1

0.7%〉道路､公共施
設整備のため

の経費

補助費等

90億1，493万
円

(11.6%)〈+1
0.6%〉

特別会計に
渡すお金

繰出金

88億1，700万
円

(11.3%)〈▲1
.6%〉

各種団体への
補助金など

扶助費

263億3，617万
円

(33.7%)〈+9.
5%〉

社会保障に
要する費用

歳
出
予
算
を
違
う
視
点
（
性
質
別
）で
見
る
と

1028423ID
1028424ID ■一般会計歳

出歳入構成図
※（　）内は構

成比｡〈　〉内
は前年度比

その他（地方
譲与税・

分担金・負担
金など）

27億6,607万円
(3.6%)〈▲15

.9％〉

市税
322億4,265万

円
(41.3%)〈+6.

1％〉

国庫支出金
146億7,066万

円
(18.8%)〈+14

.9％〉

市民1人当た
りの歳出額　

 41万3,560円(
+2万6,127円

)
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　第
１
回
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
は
２
件
で
、
関

係
各
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
全
文
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
〉

■
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
を
求
め
る
意
見
書

　日
本
へ
の
原
爆
投
下
か
ら

79
年
と
な
っ
た
２
０
２
４
年

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　核
兵
器
禁
止
条
約
は
２
０

１
７
年
に
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
、
同
年
９
月
か
ら
各
国

に
よ
る
署
名
が
開
始
さ
れ
、

２
０
２
０
年
に
批
准
し
た
国

は
発
効
要
件
で
あ
る
50
か
国

に
達
し
、
そ
し
て
２
０
２
１

年
１
月
に
条
約
案
が
発
効
、

２
０
２
４
年
に
は
批
准
国
は

73
か
国
と
な
り
ま
し
た
。
政

府
は
現
状
に
お
い
て
は
署
名

す
る
考
え
は
な
い
と
い
う
立

場
で
す
。
し
か
し
、
核
兵
器

禁
止
条
約
は
核
兵
器
を
違
法

と
し
た
初
の
国
際
規
範
で
あ

り
、
今
後
、
日
本
は
条
約
加

盟
の
た
め
の
環
境
整
備
を
進

め
る
べ
き
で
す
。
２
０
２
２

年
２
月
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
略
を
開
始
し
た

こ
と
に
伴
い
核
兵
器
の
使
用

も
辞
さ
な
い
構
え
を
見
せ
た

こ
と
が
引
き
金
と
な
っ
て
一

時
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
配

備
核
弾
頭
の
数
が
微
増
に
転

じ
、
さ
ら
に
僅
か
数
分
で
発

射
可
能
な
「
高
度
警
戒
態
勢
」

に
置
か
れ
た
配
備
核
弾
頭
の

数
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　よ
っ
て
市
議
会
は
政
府
に

◎
第
１
回
定
例
会
で
一
般
質

問
を
取
り
下
げ
た
議
員

　〇
ち
か
ざ
わ

美
樹

議
員

（
日
本
共
産
党
）

市
長
公
室
広
報

主
な
議
題

政
府
等
へ

対
し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
核
廃
絶
に
向
け
て
核

兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
と
の

「
真
の
橋
渡
し
」
の
役
割
を

担
う
た
め
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と

を
強
く
求
め
ま
す
。

①
現
在
停
止
し
て
い
る
米
ロ

間
唯
一
の
核
軍
縮
条
約
で
あ

る
「
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約

新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
の
元
で
行

わ
れ
て
い
た
核
軍
縮
協
議
が

再
開
さ
れ
る
よ
う
政
府
と
し

て
働
き
か
け
を
続
け
る
こ
と
。

②
米
ロ
に
加
え
て
中
国
に
も

高
度
警
戒
態
勢
の
解
除
と
配

備
核
弾
頭
の
削
減
を
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
。

③
核
兵
器
禁
止
条
約
国
会
議

へ
政
府
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
を
す
る
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
が
実
現
で
き
る
ま
で
国

会
議
員
を
派
遣
す
る
。

■
再
審
法
改
正
の
促
進
を
国

に
求
め
る
意
見
書

　昨
年
９
月
、
無
実
を
訴
え

続
け
て
き
た
袴
田
巌
さ
ん
が
、

再
審
で
よ
う
や
く
無
罪
判
決

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
再
審

請
求
を
始
め
て
か
ら
43
年
以

上
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
同
年
10
月
に
は
福
井
女

子
中
学
生
殺
人
事
件
で
、
犯

人
と
さ
れ
服
役
を
終
え
て
か

ら
再
審
請
求
し
て
い
た
前
川

彰
司
さ
ん
の
再
審
開
始
が
決

ま
り
ま
し
た
。
再
審
請
求
か

ら
28
年
が
か
か
り
ま
し
た
。

再
審
は
、
無
実
の
人
が
法
律

で
救
済
さ
れ
る
最
後
の
手
段

で
す
。
し
か
し
、
再
審
請
求

を
始
め
て
か
ら
無
罪
に
な
る

ま
で
に
何
十
年
も
の
年
月
を

要
し
、
自
由
も
尊
厳
も
奪
わ

れ
、
家
族
や
親
し
い
人
た
ち

と
も
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
、

取
り
返
し
よ
う
の
な
い
歳
月

を
人
生
か
ら
刻
み
取
ら
れ
た

果
て
に
、
無
実
に
な
っ
た
と

し
て
、
十
分
な
救
済
と
言
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
３

月
に
誕
生
し
た
超
党
派
の
国

会
議
員
連
盟
は
、
加
入
者
が

全
議
員
の
半
数
を
超
え
、
議

員
立
法
に
よ
る
速
や
か
な
法

改
正
を
視
野
に
入
れ
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で

520
を
超
え
る
市
区
町
村
議
会
、

多
摩
地
域
で
も
14
市
町
村
が

国
に
対
す
る
意
見
書
を
採
択

し
て
い
ま
す
。

　冤
罪
被
害
者
の
一
刻
も
早

い
救
済
の
た
め
に
、
速
や
か

に
再
審
法
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
り
、
次
の
事
項
の
実
現

を
求
め
ま
す
。

①
再
審
の
た
め
の
す
べ
て
の

証
拠
を
開
示
す
る
こ
と
。

②
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る

検
察
の
不
服
申
し
立
て
禁
止

を
含
む
見
直
し
を
す
る
こ
と
。

③
再
審
に
お
け
る
手
続
き
を

整
備
す
る
こ
と
。

　令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
題
を

紹
介
し
ま
す
〈
議
案
名
は
一

部
要
約
し
て
い
ま
す
〉
。

●
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正

　福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ま

だ
い
ら
を
新
設
す
る
こ
と
に

伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

〈
令
和
７
年
10
月
１
日
施
行
〉

●
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

条
例
の
一
部
改
正

　苦
情
の
申
し
立
て
が
で
き

る
者
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
関
係
の
相
手
方
な
ど
を
追

加
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
〉

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
13
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
神
明
上
第
５
緑
地
に
お

け
る
事
故
に
係
る
損
害
賠
償

の
額
の
決
定
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。　…

…
…
…
…
…
…
…
…

　

　全
て
の
議
案
の
審
議
結
果

は
６
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　４
月
13
日
に
行
わ
れ
た
日
野
市
長
選
挙
へ
の
立
候
補
の
た

め
、
有
賀
精
一
議
員
は
令
和
７
年
２
月
28
日
に
辞
職
、
古
賀

壮
志
議
員
は
４
月
６
日
に
自
動
失
職
さ
れ
ま
し
た
。

　有
賀
議
員
は
、
平
成
26
年
２
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
初

当
選
さ
れ
、
市
議
会
議
員
３
期
。

　古
賀
議
員
は
、
平
成
18
年
２
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
初

当
選
、
民
生
文
教
委
員
会
委
員
長
、
第
32
代
議
長
な
ど
を
歴
任
。

　お
二
人
と
も
市
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

辞
職
・
自
動
失
職
さ
れ
た
方

有

賀

精

一

議
員
（
無

　会

　派
）

古

賀

壮

志

議
員
（
自
由
民
主
党
）

　４
月
13
日
の
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
、
次
の
方
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、
任
期
は
令
和
８
年
３
月
８
日
ま
で
で
す
。

新
し
く
市
議
会
議
員
に
な
ら
れ
ま
し
た

１
人
を
紹
介

【
住
所
】
東
豊
田
４
の
26
の
９

ラ
イ
ラ
ッ
ク
306

吉

澤  

あ
か
ね

可
決

可
決

可
決

問

　下
水
道
の
課
題
に
関
す

る
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
環

境
フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
周
知
し
て
い
ま
す
。

問

　基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
割
を
問
う
。

答

　困
難
事
例
へ
の
対
応
相

談
や
伴
走
支
援
の
実
施
、
市

内
事
業
所
の
連
携
強
化
な
ど

が
役
割
と
考
え
て
お
り
、
令

和
８
年
度
に
障
害
福
祉
課
内

に
設
置
予
定
で
す
。

問

　短
期
的
に
歳
入
増
を
図

れ
る
観
光
産
業
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て
問
う
。

答

　ア
ニ
メ
な
ど
と
の
連
携

は
高
い
効
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
は
新
選
組

の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
リ
ア

ル
な
歴
史
的
、
文
化
的
資
産

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ア

ル
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
そ
れ

ぞ
れ
を
尊
重
し
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

問

　市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

答

　就
業
環
境
や
地
域
の
支

援
を
含
め
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
、
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

行
政
だ
け
で
な
く
、
多
様
な

主
体
が
持
つ
資
源
を
組
み
合

わ
せ
て
地
域
主
体
で
生
活
の

質
を
高
め
、
魅
力
的
な
住
み

や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

問

　値
上
げ
は
、
廃
止
に
向

け
た
過
度
期
の
対
応
な
の
か
。

答

　行
政
が
事
業
を
継
続
す

る
た
め
、
持
続
可
能
な
制
度

設
計
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

問

　補
助
額
の
拡
充
を
問
う
。

答

　補
助
額
の
引
き
上
げ
な

ど
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問

　市
は
環
境
基
本
条
例
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答

　条
例
に
基
づ
き
仕
事
を

し
て
お
り
、
必
要
な
手
続
を

必
要
な
と
き
に
き
ち
ん
と
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

問

　東
京
都
の
責
任
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
問
う
。

答

　土
地
区
画
整
理
法
に
基

づ
き
、
都
に
は
組
合
事
業
等

へ
の
検
査
権
限
が
あ
る
た
め
、

一
切
責
任
が
な
い
と
言
い
切

れ
ま
せ
ん
が
、
通
常
考
え
得

る
責
務
お
よ
び
役
割
を
果
た

し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

問

　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
並
び
に
気
候
市
民
会
議
の

取
り
組
み
と
の
整
合
性
は
。

答

　業
界
全
体
に
お
い
て
も

脱
炭
素
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、

事
業
者
の
皆
様
と
の
協
働
、

協
議
を
通
じ
て
市
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問

　地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
の
運
用
状
況
を
問
う
。

答

　こ
れ
ま
で
ヒ
ノ
タ
ネ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
行
政
評
価
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の

活
用
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
活
用
実
績
を
踏

ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

多
様
な
市
民
の
声
を
反
映
し
、

地
域
共
創
と
市
民
参
画
の
拡

充
に
取
り
組
み
ま
す
。

問

　ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
の

検
討
状
況
を
問
う
。

答

　ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
再
生
リ
サ
イ

ク
ル
に
は
理
想
的
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
情
報
を
収
集
し
、

最
良
の
手
法
を
選
択
し
ま
す
。

問

　事
業
者
な
ど
の
情
報
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

　開
発
事
業
者
は
三
井
不

動
産
で
す
が
、
利
用
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
三
井
不
動
産

か
ら
は
非
開
示
と
の
回
答
を

受
け
て
お
り
、
市
と
し
て
は

把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

問

　ト
イ
レ
カ
ー
購
入
に
係

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
の
工
夫
を
問
う
。

答

　今
後
、
市
で
ト
イ
レ
カ

ー
を
購
入
す
る
場
合
は
、
導

入
時
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

が
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活

用
は
、
非
常
に
有
効
的
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
す
で
に
活

用
し
て
い
る
近
隣
市
を
参
考

に
調
査
研
究
し
ま
す
。

問

　４
度
目
の
宣
言
発
出
を

回
避
す
る
た
め
の
見
解
は
。

答

　こ
れ
ま
で
の
宣
言
発
出

は
、
想
定
以
上
の
歳
入
減
少

に
直
面
し
、
歳
出
を
抑
制
す

る
緊
急
対
応
で
し
た
。
財
政

調
整
基
金
に
一
定
の
余
裕
を

持
つ
こ
と
、
歳
入
確
保
、
歳

出
削
減
、
事
業
の
見
直
し
は
、

全
庁
的
に
行
う
枠
組
み
を
整

備
し
て
制
度
と
し
て
運
用
す

る
と
と
も
に
、
職
員
が
財
政

状
況
に
関
心
を
持
ち
、
業
務

で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

問

　市
長
自
ら
宣
言
に
終
止

符
を
打
つ
こ
と
へ
の
見
解
は
。

答

　財
政
状
況
や
非
常
事
態

宣
言
解
除
後
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
た
め
、
令
和

６
年
度
の
決
算
状
況
が
明
ら

か
に
な
っ
た
段
階
で
行
う
こ

と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

　野
良
猫
対
策
は
誰
に
責

任
が
あ
る
の
か
。

答

　市
は
、
地
域
猫
活
動
の

計
画
を
策
定
、
具
体
的
な
施

策
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
猫

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

地
域
住
民
と
地
域
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て

猫
の
飼
育
や
管
理
に
関
す
る

知
識
を
持
ち
寄
り
、
協
力
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
各
主
体
が
連
携
し
、

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

問

　Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
の
理
由
を
問
う
。

答

　全
国
的
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
弱

体
化
や
組
織
の
存
続
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、
市
で

も
そ
の
よ
う
な
声
が
あ
る
こ

と
か
ら
実
態
把
握
の
た
め
実

施
し
ま
し
た
。

問

　外
国
語
翻
訳
機
能
付
の

観
光
ア
プ
リ
の
導
入
を
問
う
。

答

　飲
食
店
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
内
で
の
効
果
的
な
手
法

に
つ
い
て
観
光
協
会
と
も
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

問

　個
人
宅
の
防
犯
対
策
へ

の
補
助
制
度
を
問
う
。

答

　都
は
令
和
７
年
度
か
ら

区
市
町
村
を
通
じ
て
補
助
を

行
う
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

制
度
内
容
が
示
さ
れ
た
際
に

速
や
か
に
検
討
で
き
る
よ
う

事
前
準
備
に
努
め
ま
す
。

問

　ご
み
減
量
日
本
一
の
横

断
幕
設
置
を
問
う
。

答

　全
国
１
位
が
継
続
す
れ

ば
市
民
の
皆
様
へ
の
感
謝
の

意
を
込
め
て
検
討
し
ま
す
。

問

　よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
の
利
用

促
進
策
に
つ
い
て
問
う
。

答

　予
約
ア
プ
リ
の
利
用
啓

発
説
明
会
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
に
よ

る
外
出
意
欲
の
向
上
が
、
フ

レ
イ
ル
予
防
対
策
に
も
寄
与

す
る
と
考
え
ま
す
。

問

　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど

の
振
興
に
つ
い
て
問
う
。

答

　市
内
に
お
い
て
幅
広
い

愛
好
家
が
い
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
日
常
的
に
楽
し
く
安

全
安
心
を
担
保
さ
れ
た
形
で

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
取
り
組

め
る
環
境
整
備
の
必
要
性
は
、

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

問

　性
暴
力
な
ど
が
発
生
し

た
際
の
対
応
を
問
う
。

答

　市
教
育
委
員
会
事
務
局

お
よ
び
学
校
は
、
被
害
を
受

け
た
児
童
・
生
徒
の
負
担
に

十
分
配
慮
し
つ
つ
、
警
察
な

ど
関
係
機
関
と
の
間
で
情
報

共
有
を
図
り
、
迅
速
に
事
案

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
エ

ー
ル
や
児
童
相
談
所
と
連
携

し
、
必
要
な
保
護
お
よ
び
支

援
を
行
い
ま
す
。

問

　新
・
未
来
い
き
い
き
プ

ラ
ン
に
あ
る
、
多
様
な
ポ
ス

ト
へ
の
女
性
職
員
の
積
極
配

置
は
実
行
さ
れ
て
い
る
か
。

答

　市
で
は
現
在
、
さ
ま
ざ

ま
な
ポ
ス
ト
に
女
性
職
員
を

配
置
し
て
お
り
、
原
則
と
し

て
性
別
に
関
係
な
く
人
事
異

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

　市
内
の
樹
木
点
検
状
況

を
問
う
。

答

　公
園
、
緑
地
、
緑
地
内

散
策
路
、
街
路
樹
な
ど
の
点

検
作
業
を
行
い
、
多
摩
平
地

区
を
中
心
に
剪
定
お
よ
び
伐

採
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

　ラ
ジ
オ
体
操
の
健
康
へ

の
効
果
を
問
う
。

答

　生
活
習
慣
病
の
予
防
に

役
立
ち
、
健
康
の
維
持
や
増

進
に
も
有
用
と
考
え
ま
す
。

問

　波
戸
副
市
長
の
実
績
は
。

答

想
い
を
カ
タ
チ
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
な
ど
、
主

に
職
員
の
心
理
的
安
全
性
の

確
保
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

問

　基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
に
よ
り
、
利
用
者
が

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

答

　人
員
不
足
で
利
用
者
か

ら
の
困
難
事
例
に
対
応
す
る

際
の
相
談
先
が
な
い
相
談
支

援
事
業
所
の
後
方
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
事
業
所
に
お
け

る
人
材
の
育
成
や
利
用
者
へ

の
支
援
の
質
の
向
上
が
図
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
。

問

　地
域
生
活
支
援
拠
点
に

つ
い
て
の
市
の
見
解
を
問
う
。

答

　市
内
の
い
く
つ
か
の
相

談
支
援
事
業
所
を
地
域
生
活

支
援
拠
点
と
し
ま
す
が
、
障

害
者
を
一
つ
の
事
業
所
で
支

援
す
る
の
で
は
な
く
、
各
事

業
所
が
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
、
面
的
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

お
り
、
事
業
者
間
の
連
携
体

制
を
進
め
ま
す
。

問

　災
害
時
ト
イ
レ
確
保
・

管
理
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答

　現
時
点
に
お
い
て
市
で

は
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
令
和
６
年
１
月
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
以
降
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
生

活
で
の
ト
イ
レ
の
重
要
性
は

十
分
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

先
駆
的
に
計
画
策
定
し
た
他

の
自
治
体
の
例
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
策
定
に
向
け
て

検
討
し
ま
す
。

問

　ト
レ
ー
ラ
ー
ト
イ
レ
の

導
入
に
つ
い
て
再
度
問
う
。

答

　災
害
時
の
ト
イ
レ
環
境

整
備
の
重
要
性
か
ら
ト
レ
ー

ラ
ー
ト
イ
レ
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
導
入
に

は
、
初
期
投
資
費
用
や
平
常

時
の
有
効
な
利
活
用
の
検
討

な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

問

　市
の
子
ど
も
条
例
で
子

ど
も
に
課
し
て
い
る
責
務
に

つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

答

　条
例
第
８
条
に
定
め
る

子
ど
も
の
責
務
は
、
子
ど
も

が
自
分
や
他
の
人
を
大
切
に

し
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
条

文
に
し
た
も
の
で
す
。
誤
っ

た
認
識
の
な
い
よ
う
啓
発
動

画
な
ど
で
趣
旨
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

問

　設
置
急
務
の
日
野
駅
の

ホ
ー
ム
ド
ア
に
つ
い
て
問
う
。

答

　令
和
７
年
１
月
に
日
野

駅
と
豊
田
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア

早
期
整
備
に
関
す
る
要
望
書

を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
提
出
し
ま

し
た
。
今
後
も
粘
り
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

問

　子
育
て
世
代
へ
の
教
育

負
担
の
軽
減
や
無
償
化
の
必

要
性
を
問
う
。

答

　保
育
園
給
食
の
無
償
化

は
、
国
に
働
き
か
け
る
と
と

も
に
市
町
村
間
で
異
な
る
状

況
が
生
じ
な
い
よ
う
都
が
補

助
制
度
を
設
け
る
な
ど
東
京

都
市
長
会
を
通
じ
要
望
し
て

い
ま
す
。
学
用
品
な
ど
の
無

償
化
は
全
て
の
児
童
・
生
徒

を
市
単
独
で
負
担
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
就
学
援
助

制
度
に
よ
る
経
済
的
困
窮
世

帯
へ
の
支
援
と
合
わ
せ
て
軽

減
に
努
め
ま
す
。
国
保
に
お

け
る
子
ど
も
の
均
等
割
廃
止

に
つ
い
て
は
、
国
で
財
源
を

確
保
し
、
制
度
を
拡
充
す
る

も
の
と
考
え
、
全
国
市
長
会

か
ら
国
へ
提
言
し
て
い
ま
す
。

問

　企
業
主
導
型
保
育
事
業

に
お
け
る
課
税
世
帯
の
第
２

子
以
降
の
補
助
金
導
入
に
つ

い
て
問
う
。

答

　市
に
お
い
て
も
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
企
業
主

導
型
保
育
所
の
課
税
世
帯
の

第
２
子
無
償
化
実
施
に
向
け

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

問

　災
害
対
策
の
現
状
に
つ

い
て
問
う
。

答

　職
員
に
よ
る
講
話
や
訓

練
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、

災
害
時
の
安
全
確
保
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。
関
係
者

が
一
体
と
な
り
防
災
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

問

　市
と
し
て
、
鉄
道
会
社

に
求
め
る
転
落
事
故
へ
の
安

全
対
策
を
問
う
。

答

　ホ
ー
ム
ド
ア
の
早
期
整

備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
整

備
が
困
難
な
場
合
に
は
、
ホ

ー
ム
へ
の
駅
員
配
置
や
転
落

防
止
柵
設
置
の
代
替
え
策
が

必
要
と
の
認
識
で
す
。

問

　エ
ー
ル
の
青
年
版
直
営

窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

答

18
歳
以
上
の
発
達
障
害

や
疑
い
の
あ
る
方
は
、
障
害

福
祉
課
や
相
談
支
援
事
業
所

な
ど
で
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
未
受
診
者
は
、
南
多
摩

保
健
所
と
連
携
対
応
し
ま
す
。

問

　フ
リ
ー
W
i
-
F
i
ス

ポ
ッ
ト
の
導
入
状
況
を
問
う
。

答

　市
政
図
書
室
を
除
く
６

館
に
フ
リ
ー
W
i
-
F
i
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

問

　P
l
a
n
T
と
の
連
携
、

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
問
う
。

答

　隣
接
し
て
い
る
多
摩
平

図
書
館
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
図
書
の
貸
し
出
し
、
チ
ラ

シ
の
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
掲
示
、
新
着
ビ
ジ
ネ
ス
書

の
リ
ス
ト
作
成
や
配
布
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

　中
学
校
に
お
け
る
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
（
本
の
紹
介
合

戦
）
の
実
施
状
況
を
問
う
。

答

　各
学
校
の
実
態
に
応
じ
、

特
に
中
学
校
第
２
学
年
国
語

科
で
は
、
指
導
計
画
に
位
置

づ
け
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

読
書
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
と

と
も
に
、
相
手
に
伝
え
る
力

を
育
む
学
習
活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問

　保
育
園
待
機
児
童
解
消

策
の
成
果
と
少
子
化
進
展
の

中
で
の
今
後
の
展
望
を
問
う
。

答

　定
員
拡
大
の
た
め
、
公

立
園
の
民
営
化
や
新
規
園
整

備
を
行
い
、
保
育
人
材
支
援

策
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
後

は
多
様
な
支
援
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
も
考
慮
し
ま
す
。

問

　多
摩
平
の
森
Ａ
街
区
整

備
の
総
括
に
つ
い
て
問
う
。

答

　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
拠
点
整
備
、
既
存
ス
ト

ッ
ク
活
用
の
民
間
に
よ
る
団

地
型
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
運
営
な

ど
、
多
様
な
世
代
が
生
き
生

き
と
暮
ら
し
続
け
る
モ
デ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

　ご
み
の
減
量
と
排
出
量

の
推
移
を
問
う
。

答

　新
可
燃
ご
み
処
理
施
設

稼
働
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

化
開
始
後
の
１
人
１
日
当
た

り
ご
み
排
出
量
は
、
令
和
４

年
度
に
全
国
１
位
の
少
な
さ

と
な
り
ま
し
た
。

問答

問答問答問答問答問問問 答答

答答

問

問

答

問問

問問問問

答

問答問問 答答

問答問問 答答問答

答問答

答答答答

問答問答問答

答問答問問 答答

問

　企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
目
標
、
市
の
魅
力
発
信
に

つ
な
が
る
体
験
型
プ
ラ
ン
の

実
現
性
に
つ
い
て
問
う
。

答

　企
業
版
の
目
標
金
額
は

３
千
960
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

返
礼
品
の
体
験
型
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
、
新
選
組
ま
つ
り
の

隊
士
パ
レ
ー
ド
枠
は
、
実
行

委
員
会
と
の
調
整
が
必
要
で

す
が
、
実
現
性
は
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
豊
田
車
両

セ
ン
タ
ー
で
の
運
転
体
験
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
意
向
を
踏
ま

え
て
検
討
し
、
都
市
農
業
体

験
は
近
隣
他
市
の
導
入
事
例

を
調
査
研
究
し
ま
す
。

問

　歳
入
基
盤
強
化
に
向
け

た
庁
内
横
断
的
に
動
け
る
体

制
構
築
の
必
要
性
を
問
う
。

答

　さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
効
率
的
、
効

果
的
な
組
織
運
営
を
目
指
し
、

人
的
リ
ソ
ー
ス
な
ど
を
鑑
み

て
検
討
し
ま
す
。

問答

問答

問

　文
化
団
体
の
活
動
場
所
、

発
表
会
や
展
示
へ
の
支
援
を

問
う
。

答

　企
業
や
大
学
な
ど
の
施

設
利
用
に
つ
い
て
、
関
係
部

署
と
の
協
議
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
異
な
る
団
体
の
共
催

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
市
民

文
化
祭
に
お
け
る
新
た
な
交

流
、
参
加
者
の
増
加
に
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

問

　ア
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り

を
民
間
企
業
と
連
携
し
て
取

り
組
め
な
い
か
。

答

　所
有
者
の
ご
協
力
や
地

域
住
民
の
ご
理
解
の
も
と
、

ま
ち
や
地
域
の
活
性
化
、
芸

術
家
の
支
援
に
つ
な
が
る
施

策
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

問

　子
ど
も
た
ち
へ
の
芸
術

家
派
遣
事
業
の
活
用
を
問
う
。

答

　芸
術
家
、
専
門
家
な
ど

の
派
遣
に
よ
り
、
子
ど
も
が

本
物
に
触
れ
る
機
会
を
創
造

し
ま
す
。

問答

問問 答答

問 問問問 答答問問 答答 答

問答答 答 問問答 問

問答問問 答答問答

高
齢
者
食
事
宅
配
サ
ー

ビ
ス
は
命
と
健
康
を
守

る
か
け
が
え
の
な
い
事

業
―
利
用
料
の
値
上
げ

は
許
さ
れ
な
い
！

諸
力
融
合
の
取
り
組
み

と
Ｄ
Ｘ
の
活
用
に
つ
い

て

地
域
猫
活
動
に
つ
い
て

子
ど
も
間
の
性
暴
力
を

な
く
し
て
い
く
体
制
と

教
育
を
　

市
役
所
に
お
け
る
「
女

性
活
躍
」
の
現
状
と
こ

れ
か
ら

持
続
可
能
な
日
野
を
つ

く
る
―
振
り
返
り
と
創

造
―

健
康
づ
く
り
―

市
民
の
安
全
安
心
―
道

路
陥
没
と
倒
木
―

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な

日
野
―
ラ
ジ
オ
体
操
で

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
　
未
来
の
繋
が

り
を
求
め
て
〜
困
難
を

抱
え
る
方
が
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
〜

観
光
Ｄ
Ｘ
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
で
稼
げ
る
ま

ち
づ
く
り
を

市
民
の
命
を
守
る
施
策

に
つ
い
て

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
「
の
る
ー

と
日
野
」
を
目
指
し
て

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
環

境
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
！
検
証
を
急
げ
！

目
指
せ
！
「
み
ん
な
元

財
政
非
常
事
態
宣
言
に

終
止
符
を
！
〜
未
来
に

責
任
あ
る
財
政
運
営
を

目
指
し
て
〜

土
地
区
画
整
理
組
合
助

成
金
詐
欺
事
件
等
の
問

題
に
関
す
る
報
告
書
等

に
つ
い
て

難
聴
高
齢
者
の
補
聴
器

補
助
制
度
の
更
な
る
拡

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
支
援
・
企
業
主
導
型

保
育
所
に
お
け
る
第
２

子
以
降
の
支
援
策
・
医

療
的
ケ
ア
を
要
す
る
子

ど
も
と
家
族
へ
の
支
援

Ⅱ知
の
地
域
づ
く
り
と
し

て
の
図
書
館
を
目
指
し

て短
期
・
中
期
12
年
間
の

市
政
に
つ
い
て

充
を
！

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設

問
題
　
三
井
不
動
産
と

日
野
市
の
姿
勢
を
問
う

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設

問
題
―
市
は
本
気
の
姿

勢
を
示
す
と
き
！！

日
野
市
災
害
対
策
に
つ

い
て

日
野
駅
ホ
ー
ム
転
落
事

故
の
原
因
究
明
と
再
発

防
止
を
！
オ
ー
ル
日
野

で
市
内
鉄
道
駅
の
安
全

対
策
強
化
を
求
め
よ
う

！日
野
市
版
「
歳
入
確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
早

急
に
立
ち
上
げ
よ
！！

芸
術
文
化
で
躍
動
す
る

魅
力
的
な
日
野
市
を
目

指
し
て

障
が
い
者
の
親
が
亡
く

な
っ
た
後
、
暮
ら
し
は

ど
う
な
る
？
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

と
、
重
度
障
が
い
者
向

け
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
！

子
ど
も
を
生
み
、
育
て
、

働
き
や
す
い
ま
ち
に

「
転
落
事
故
の
多
発
」

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
未
達

成
」
日
野
駅
の
改
善
を

！

気
に
な
る
ト
イ
レ
」
災

害
関
連
死
に
つ
い
て

気
候
変
動
対
策
と
北
川

原
公
園
周
辺
環
境
整
備

に
つ
い
て
〜
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
と
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
定
着

に
向
け
て
〜

ご
み
減
量
日
本
一
を
続

け
よ
う

小
中
学
校
に
お
け
る
教

職
員
と
保
護
者
に
つ
い

て
〜
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現
状
と

学
校
の
課
題
〜

日
野
市
で
の
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
、
そ
の
後
の
状

況
に
つ
い
て

切
れ
目
の
な
い
支
援
を

青
年
た
ち
へ
！
誰
も
が

そ
の
人
ら
し
く
、
自
己

実
現
で
き
る
ま
ち
へ

歳
入
増
を
図
り
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
日
野
へ

八
潮
市
と
日
野
市
の
道

路
陥
没
事
例
か
ら
学
ぶ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る

路
面
下
空
洞
・
老
朽
化

下
水
道
の
対
策
！
と
、

下
水
道
台
帳
Ｗ
ｅ
ｂ
閲

覧市
民
生
活
と
地
域
産
業

を
応
援
し
、
安
心
と
元

気
な
ま
ち
日
野
へ
！
〜

財
政
非
常
事
態
宣
言
を

解
除
し
、
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
型
経
営
か
ら
の
脱
却

を
〜

12
年
間
の
市
政
運
営
に

関
す
る
大
坪
市
長
の
認

識
を
問
う

災
害
関
連
死
ゼ
ロ
の
た

め
に
。
快
適
な
避
難
所

実
現
と
「
（
仮
）
日
野

市
災
害
時
の
ト
イ
レ
確

保
・
管
理
計
画
」
の
策

定
に
つ
い
て

新
井
と
も
は
る

（
無
　
会
　
派
）

わ
た
な
べ
三
枝

（
日
本
共
産
党
）

1

3

池
田
と
し
え

（
無
　
会
　
派
）

6

峯

岸

弘

行

（
公
　
明
　
党
）

9

谷

　
和

彦

（
無
　
会
　
派
）

12

須

崎

貴

寛

（
自
由
民
主
党
）

5

伊

東

秀

章

（
無
　
会
　
派
）

8

白
井
な
お
こ

（
無
　
会
　
派
）

11

鈴

木

洋

子

（
自
由
民
主
党
）

2

有

賀

精

一

（
無
　
会
　
派
）

4

中

嶋

良

樹

（
チ
ー
ム
み
ら
い
）

7

馬

場

賢

司

（
公
　
明
　
党
）

10

森
沢
美
和
子

（
チ
ー
ム
み
ら
い
）

13

佐

藤

琢

磨

（
無
　
会
　
派
）

16 奥
野
り
ん
子

（
無
　
会
　
派
）

15 中
野
あ
き
と

（
日
本
共
産
党
）

14

伊
藤
あ
ゆ
み

（
自
由
民
主
党
）

17田

原

　
茂

（
公
　
明
　
党
）

18古

賀

壮

志

（
自
由
民
主
党
）

19

岡
田
じ
ゅ
ん
子

（
日
本
共
産
党
）

20島

谷

広

則

（
チ
ー
ム
み
ら
い
）

21窪

田

知

子

（
公
　
明
　
党
）

22

新
井
と
も
は
る

1

市政を問う
一
般
質
問

　定例会では、市政全般について議員
から一般質問が行われます。今回は22
人の議員が質問に立ち、39項目につい
て行政の対応を質しました。掲載内容
は、その要約です。 ※発言順に掲載

ただ

質疑や答弁などの詳細は、会議録で全文を確認出来ます。
第１回定例会の会議録は、５月下旬から図書館・市政
図書室で閲覧出来ます。
会議録検索システムは、５月下旬から市議会のホーム
ページで利用出来ます。

会議録の
閲覧と検索

充
を
！

わ
た
な
べ
三
枝

会議録検索システムは、５月下旬から市議会のホーム
ページで利用出来ます。

インターネット
中継
本会議および常任・特別委員会の様子を市議会のホーム
ページからご覧ください。
　開催日に生中継（音声字幕あり）を配信します。
　録画中継は、本会議当日の4日後（土曜・日曜日、祝日を
　除く）から配信します。
スマートフォンやタブレット端末からでもご覧いただ
けます。
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つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

子
ど
も
の
責
務
は
、
子
ど
も

が
自
分
や
他
の
人
を
大
切
に

し
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
条

文
に
し
た
も
の
で
す
。
誤
っ

答 問

　市
の
子
ど
も
条
例
で
子

ど
も
に
課
し
て
い
る
責
務
に

つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

問
12関

す
る
大
坪
市
長
の
認

識
を
問
う

奥
野
り
ん
子

ど
も
に
課
し
て
い
る
責
務
に

つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う
。



令和７年第１回 定例会で議決した議案
下表のように、市長提出議案４０件、議員提出議案が２件、審議・議決されました。（議案名は、一部要約しています）

▼全会一致で可決したもの 「同意」を含む

市
長
提
出

議
員
提
出

東部会館条例の一部改正

市長等の給与に関する条例の一部改正

特別職職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

一般職職員の旅費に関する条例の一部改正

一般職職員の給与に関する条例の一部改正

職員の退職手当支給条例の一部改正

外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例
の一部改正

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正   

一般職任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正

会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正

会計年度任用職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正

手数料条例の一部改正

多摩平の森産業連携センター条例の一部改正

福祉支援センター条例の一部改正   

福祉オンブズパーソン条例の一部改正

令和６年度一般会計補正予算（第１０号）

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和６年度土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第５号）

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和６年度市立病院事業会計補正予算（第１号）

令和６年度下水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度土地区画整理事業特別会計予算

令和７年度介護保険特別会計予算

令和７年度後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度市立病院事業会計予算

令和７年度下水道事業会計予算

旧社会教育センター解体工事請負契約の変更

中央線豊田・八王子間平山跨線人道橋補修工事に関する施行協定の締結

損害賠償の額の決定

高幡６８８番地先における街路灯倒壊事故に係る和解の締結及び損害賠
償の額の決定

人権擁護委員の推薦

固定資産評価審査委員会委員の選任

令和６年度一般会計補正予算（第１１号）

立川市緑町３番地の３先における庁用車の事故に係る和解の締結及び
損害賠償の額の決定

核兵器廃絶に向けた取り組みを求める意見書

再審法改正の促進を国に求める意見書

本 会 議
結　  果

日本共産党公明党自由民主党

議案名

会派名
所
属
す
る

議
員
名

中
野
あ
き
と

ち
か
ざ
わ
美
樹

岡
田
じ
ゅ
ん
子

わ
た
な
べ
三
枝

田

原

　茂

馬

場

賢

司

窪

田

知

子

峯

岸

弘

行

奥

住

匡

人

古

賀

壮

志

鈴

木

洋

子

伊
藤
あ
ゆ
み

須

崎

貴

寛

（

　議

　長

　）

▼賛否の分かれたもの

市
長
提
出

○…賛成　　×…反対

※議長は、賛否の表明に加わりません。　※有賀議員については、2月28日に辞職しているため賛否に加わっていない議案があります。

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

×

-

-

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

可　決

可　決

可　決

可　決

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する条例の一部改正

令和７年度一般会計予算

令和７年度国民健康保険特別会計予算

令和７年度一般会計補正予算（第１号）

無会派チームみらい
中

嶋

良

樹

島

谷

広

則

森
沢
美
和
子

谷

　和

彦

奥
野
り
ん
子

池
田
と
し
え

白
井
な
お
こ

有

賀

精

一

伊

東

秀

章

新
井
と
も
は
る

佐

藤

琢

磨

市
長
提
出

日野市議会からのお知らせ
　日野市議会では、議会のチェック機能向上の一環と
して、議長を除く全議員による予算・決算審査の検討
を行ってきました。この件について、令和７年第３回
定例会より試行することとなり、下記の通り日程等の
変更が生じますのでお知らせいたします。

【第３回定例会（９月議会）の変更点】

①日程について
　これまで会期前半に行われていた一般質問が、会期
後半に変更されます。また、決算特別委員会の日程が
延長されることにより、会期が10日程度長くなります。

②請願受付日について
　９月議会で審議する請願の締切日が、１週間程度前
倒しされ、８月２５日（月）の正午になります。

※９月議会の日程につきましては、６月議会終了後速
やかにホームページでお知らせいたします。

定例会で議決した議案

日

５/25 26 27 28 30

6/1 6/2 3 4 5 6

8 9 10 11 12 13

31

7

14

15 16 17 18 19 20 21

会期決定
議案上程
　　　　　　　など

29

初日

本会議

土月 火 水 木 金日

５/25 26 27

月 火 水

令和7年 第2回定例会（予定）

一般質問

本会議
一般質問
請願上程
　　　　　　　など

本会議
一般質問

本会議

一般質問

本会議
一般質問
議案上程
　　　　　　　など

本会議

〔　　　　　　　　　〕〔　　　　　　　　　〕

〔　　　　　　　　　  〕

企画総務
委 員 会

常任委員会
民生文教
委 員 会

常任委員会

環境まちづくり
委 員 会

常任委員会
審査報告
議案上程
採決 など

本会議
最終日

定例会初日〈６月２日（月）〉の正午までに提出された請願は、上表の日程
（変更される場合あり）の中で審議されます。詳しくは、議会事務局へ。

午前10時に開議する予定。
一般質問の発言順は、5月28日㈬に決
定し、市議会のホームページで公表。

請願の提出

◀市議会
ホームページ
QRコード次

回
は

　
　月

　
　日

開
会

　
　月

　
　日

6　
　月

　
　日

　
　月

　
　日
2

植物油インキを使用しています。 QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。 CO2をへらし、みんなで地球温暖化を止めましょう～ふだん着でCO2をへらそう～
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